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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
Pi2 脈動は４０〜１５０秒の周期帯に属する地磁気擾乱であり、磁気圏電離圏結合系におけるエ

ネルギーの爆発的解放現象であるオーロラ嵐の開始時に普遍的に観測される振動現象として知られ

ている。地上から９〜１０地球半径離れた夜側磁気圏赤道面近傍に発生源を持つとされ、その信号

は磁気圏内だけでなく地上においても全球的に観測される。発生源の局在性、現象発現のグローバ

ル性から、磁気圏-電離圏-固体地球系の全球結合の様相を解明する上でも非常に重要な現象である

と認識されている。地上夜側で観測される Pi2 脈動はオーロラ爆発により励起された磁気流体波動

の電離圏到達に伴う信号として理解されており、それを裏付ける多くの研究結果が報告されている。

一方、地上昼間側で観測される Pi2 脈動は電離層磁気赤道領域において特異的に増強されて出現す

ることが知られているが、高緯度から磁気赤道までのグローバルな出現分布は明らかにされておら

ず、モデル的説明においても、磁気流体波動の昼間側への伝播或いは、極域において励起された電

離層電流系の昼間側への回り込みなどの「説」が提示されているのみである。 
本研究は、（１）全球的な地磁気ネットワークデータを用いたデータ解析、（２）その解析結果を

説明するモデルの構築、及び（３）数値実験による検証に基づき、地上で観測される昼間側 Pi2 脈

動のグローバルな特徴を描き出し、その主成分がオーロラ帯を通じて昼間側に形成される電離層電

流に起因することを世界で初めて実証的に明らかにした。（１）においては多点磁場データを用いて

グローバルな等価電流系を描き出し、特に朝夕の日照・日陰境界に形成される伝導度勾配領域を挟

んで出現する振動特性変化により、Pi2 脈動が電離層電流に起因する磁場変動である可能性を丁寧

に示した。（２）においては観測で得られた特徴を説明する、オーロラ嵐の爆発領域と連結する沿磁

力線電流から発し昼間側に展開する電離層電流系を描き出し、特に（１）で見いだされた Pi2 グロ

ーバル分布の強い午前午後非対称性をも包括的に説明する物理モデルを構築した。（３）においては

非等方伝導性電離層が磁気圏赤道面-沿磁力線電流系と結合したモデルを構築し、全球的な電離層電

流系を計算、システムが励起する磁場変動が観測で得られた特徴をよく説明することを示した。 
以上の結果、本論文はこれまで解明されていなかった Pi2 脈動の昼間側構造を世界で初めて明ら

かにしただけでなく、夜側磁気圏と昼間側電離層を連結する電磁結合系の学理構築に大きく貢献す

るフロンティア的な成果を創出した重要な論文であると位置づけることが出来る。 
よって、本研究者は博士（理学）の学位を受ける資格があるものと認める。 


